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基本目標 1

基本目標 4

基本目標 2

基本目標 5

　
市
で
は
、
第
2
次
総
合
計
画
基
本
構
想
に
掲
げ
る
6
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
を
目
指
し
て
、
平
成
28
年
度
は
次
の
重
点
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
短
期
間
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
施
策
を
選
択
し
て
集
中
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
長
方
針
や
社
会
経
済
状
況
を
踏
ま
え
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
実
施
計
画
や
予
算
編
成
に
お
い
て
重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　実施計画とは、市の将来ビ
ジョンを総合的に示す「第2次
東御市総合計画」に定めた施
策を実施するために、具体的な
事業を明らかにした3カ年の短
期的計画です。
　第2次総合計画や平成28年
度実施計画（平成28 ～30年度）
については、市ホームページで
ご覧いただけます。

★市ホームページ
　http://www.city.tomi.
nagano.jp/

実施計画とは

〜
人
と
自
然
が
織
り
な
す  

し
あ
わ
せ
交
流
都
市  

と
う
み
〜

平
成
28
年
度

東
御
市
重
点
事
業

豊
か
な
自
然
と
人
が
共
生
す
る
ま
ち

共
に
支
え
合
い
、み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

安
全
、安
心
の
社
会
基
盤
が
支
え
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
生
む
ま
ち

▼
環
境
基
本
計
画
の
推
進
▼
協
働
に
よ
る
環

境
保
全
活
動
の
推
進
▼
景
観
財
産
の
活
用

▼
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
策
の
推
進
▼
地
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
施

設
設
置
の
適
正
化
▼
住
宅
用
太
陽
光
発
電
施

設
導
入
補
助
事
業
▼
事
業
所
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
融
資
利
子
補
給

▼
各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
▼
健
康
講
座
の
拡
充
に

よ
る
啓
発
推
進

▼
支
え
合
い
台
帳
の
作
成

▼
介
護
、医
療
、福
祉
の
連
携
強
化
▼
支
え
合
う
地
域

福
祉
の
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

▼
県
東
深
井
線
の
建
設
促
進
▼
道
路
ス
ト
ッ

ク
調
査
結
果
に
基
づ
く
舗
装
・
橋
梁
・
道
路

付
属
物
修
繕
事
業

▼
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
建
設
事
業
の
推

進
▼
生
ご
み
処
理
機
器
設
置
補
助
事
業

▼
石
綿
管
布
設
替
事
業
（
横
堰
地
区
）
▼
防

災
強
化
（
応
急
給
水
拠
点
整
備
）
事
業
（
新

屋
配
水
池
）

豊
か
な
自
然
の
継
承
と
共
生
の
実
現

生
涯
を
通
じ
た
健
康
増
進
の
推
進

支
え
合
う
地
域
福
祉
づ
く
り
の
推
進

地
域
包
括
支
援
体
制
の
充
実

安
全
・
快
適
な
道
路
環
境
の
整
備

東
御
市
版
総
合
戦
略
の
実
施
・
推
進

東
御
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
新
規
特
産
品
の
振
興

水
道
水
の
安
定
供
給

地
の
利
を
活
か
し
た

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
推
進

ご
み
の
適
正
処
理
と

減
量
・
資
源
化
の
推
進

▼
農
産
物
特
産
品
販

売
促
進
事
業
▼
６
次

産
業
化
、
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進
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基本目標 3

基本目標 6

●
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
財
政
課
　
企
画
政
策
係
　
☎
64

－

５
８
₉
₃

子
供
も
大
人
も
輝
き
、人
と
文
化
を
育
む
ま
ち

市
民
と
共
に
歩
む
参
画
と
協
働
の
ま
ち

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
推
進

▼
信
州
型
自
然
保
育
の
推
進
▼
北
御
牧
保
育

園
環
境
整
備
事
業
▼
5
歳
児
発
達
相
談
事
業

の
充
実
及
び
幼
保
小
連
携
の
推
進

▼
地
域
づ
く
り
支
援
員
等
に
よ
る
活
動
支
援
▼
小
学

校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
活
動
等
推
進
交
付
事
業
▼

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
の
行
動
支
援
▼
域
学
連

携
事
業
の
推
進

▼
市
民
活
動
団
体
等
の
活
動
支
援
▼
地
域
づ
く
り
活

動
補
助
金
交
付
事
業
▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

▼
祢
津
御
堂
地
区
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改

良
事
業
の
推
進
▼
農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ

る
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

の
推
進

▼
経
営
安
定
化
と
雇
用
拡
大
の
た
め
の
企
業

支
援

▼
Ｉ
Ｊ
Ｕ
移
住
推
進
事
業

▼
湯
の
丸
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
誘

致
関
連
事
業
▼
観
光
基
盤
の
整
備
・
情
報
発

信
強
化

▼
地
域
が
発
信
・
開
発
す
る
旅
行
プ
ラ
ン
商

品
化
の
支
援
▼
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
（
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
）

▼
小
中
一
貫
型
教
育
の
推
進
▼
小
中
学
生
の

学
力
、
体
力
、
道
徳
力
向
上
▼
学
校
、
地

域
、
家
庭
の
連
携
推
進
（
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）

▼
地
区
公
民
館
活
動
の
活
性
化
（
信
州
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
体
育
施
設
長
寿
命
化
事

業
の
推
進
▼
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
（
文
化

会
館
、
晩
霞
記
念
館
、
梅
野
絵
画
館
、
雷
電

顕
彰
）

▼
常
田
地
区
等
の
雨
水
排
水
対
策
事
業
▼
た

め
池
耐
震
化
事
業
の
推
進

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
の
推
進 

商
工
業
の
支
援
と
育
成

観
光
拠
点
の
整
備
と
情
報
発
信
の
強
化

ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
文
化
活
動
の
推
進

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

よ
り
豊
か
な
幼
児
教
育
、保
育
の
実
践

豊
か
な
心
と
健
や
か
な

身
体
を
育
む
教
育
の
推
進

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と担

い
手
の
育
成

農
地
流
動
化
の
促
進
及
び

耕
作
放
棄
地
の
再
生

Ｉ・
Ｊ・
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
者
の

誘
導
に
よ
る
定
住
の
促
進

地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
型
、

滞
在
型
観
光
の
推
進

人
づ
く
り
、地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

生
涯
学
習
の
推
進
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一
般
会
計
は
1
4
6
億
4
2
0
0
万
円

平
成
28
年
度
当
初
予
算

　

主
な
歳
入
は
、
金
額
の
大
き
い

も
の
か
ら
順
に
地
方
交
付
税
が

42
億
3
0
0
0
万
円
、
市
税
が

38
億
3
3
3
9
万
円
、
国
庫
支
出

金
が
16
億
2
2
4
6
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比
べ
市
税
、

地
方
交
付
税
は
微
増
を
見
込
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、
継
続
事
業
で
あ
る
県
地

区
整
備
事
業
や
公
営
住
宅
建
設
事

業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
や

市
債
（
借
金
）
を
財
源
と
し
て
実

施
し
ま
す
。
市
債
の
う
ち
、
公

共
事
業
等
債
2
億
2
7
7
0
万

円
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
債

9
4
6
0
万
円
な
ど
を
見
込

み
ま
し
た
。
そ
の
他
、
公
共
施

設
整
備
の
た
め
、
基
金
か
ら

2
億
3
8
0
0
万
円
の
繰
り
入
れ

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
財
源
確
保
を
図
る
と
と

も
に
経
常
一
般
財
源
の
枠
配
分
等
に
よ
る
歳
出
削
減
を
継
続
し
な
が

ら
、
第
2
次
東
御
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
推
進
に
予
算
の
重
点

配
分
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、4
月
に
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

経
常
経
費
と
継
続
事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
一
般
会
計
が
1
4
6
億
4
2
0
0
万
円
（
対
前
年

度
比
6
億
1
2
0
0
万
円
、
4
・
4
％
の
増
）、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
等
特
別
会
計
の
合
計
額
が
68
億
7
2
0
4
万
円
（
同

1
億
5
3
5
0
万
円
、
2
・
2
％
の
減
）、
公
営
企
業
会
計
（
収
益
的

支
出
と
資
本
的
支
出
の
合
計
）
の
水
道
事
業
会
計
で
11
億
7
6
4
3
万

円
（
同
4
5
3
1
万
円
、
4
・
０
％
の
増
）、
下
水
道
事
業
会
計
で

29
億
8
0
5
2
万
円
（
同
2
億
5
4
3
7
万
円
、
9
・
3
％
の
増
）、

病
院
事
業
会
計
で
24
億
7
5
2
2
万
円
（
同
2
億
7
7
3
7
万
円
、

10
・
1
％
の
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
の
24
年
度
か
ら

28
年
度
ま
で
の
推
移
は
下
図

の
と
お
り
で
す
。
28
年
度
の

一
般
会
計
は
24
年
度
に
比
べ

0
・
6
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
は
平
成
24
年
度
に

比
べ
18
・
8
％
増
、
介
護
保

険
特
別
会
計
は
平
成
24
年
度

に
比
べ
8
・
7
％
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※
各
図
表
の
金
額
と
構
成
比
は
、
万
円
未

満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計

と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

歳  
入

予
算
の
概
要

当
初
予
算
額
の
推
移

160.0

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0

会計別当初予算額の推移 （単位：億円）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

31.9 33.7 33.3

2.6 2.6 2.9
25.7 27.2 28.7

145.5 144.9 148.9

38.4

2.9
29.0

140.3 146.4

37.9

2.9
27.9

自主
財源
42.7％

依存
財源
57.3％

26.2％

8.6％

3.3％
2.8％

1.8％28.9％

16.9％

5.8％
4.7％
1.0％

市税
（固定資産税や市民税、
都市計画税など）
38億3,339万円

繰入金
（各基金から取崩して
一般会計に繰り入れるお金）
12億5,756万円

地方交付税
（各市町村が標準的な
行政サービスを提供できるよう、
一定の基準により国が交付する税）
42億3,000万円

交付金
（地方消費税交付金や
地方特例交付金など）
6億9,420万円

地方譲与税 
（国から地方に譲与される税金）
1億5,300万円

国県支出金
（国や県からの補助金など）
24億6,764万円

市債
（市の借入金）
8億4,360万円

分担金及び負担金
使用料及び手数料
（保育料や施設使用料
など）
4億626万円

財産等収入・繰越金等
（土地など貸付収入やふるさと寄附金など）
2億7,527万円

諸収入
（貸付金元利収入など）
4億8,108万円
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目
的
別
の
歳
出
は
、
金
額
の
大

き
い
も
の
か
ら
順
に
民
生
費
が

41
億
9
9
1
3
万
円
、
土
木
費
が

24
億
3
7
9
8
万
円
、
総
務
費
が

18
億
7
7
1
5
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
民
生
費
で
は
児
童
手
当
費

5
億
2
9
6
8
万
円
等
を
、
土

木
費
で
は
県
地
区
整
備
事
業
費

4
億
4
5
3
4
万
円
等
を
、
総
務

費
で
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
費
6
4
1
8
万
円
等
を
予
算

化
し
ま
し
た
。
以
下
公
債
費
、
衛

生
費
、
教
育
費
、
商
工
費
、
農
林

水
産
業
費
、
消
防
費
、
議
会
費
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳  

出

28.7％

16.7％

12.8％

12.0％

8.4％

8.0％

4.5％
4.2％

3.4％

1.0％
0.3％

民生費
（社会福祉などに）
41億9,913万円

その他
（災害復旧費、予備費）
4,430万円

土木費
（道路や河川などの整備に）
24億3,798万円

総務費
（市民生活などに）
18億7,715万円

議会費
（議会運営などに）
1億4,144万円

公債費
（市債の償還金などに）
17億5,024万円

衛生費
（保健医療や生活環境などに）
12億3,342万円

教育費
（学校整備や社会教育などに）
11億7,134万円

商工費
（商工業振興や観光振興などに）
6億6,204万円

農林水産業費
（農林業の振興などに）
6億2,128万円

消防費
（消防・防災対策などに）
5億370万円

一般会計及び特別会計　 （単位：万円、△：マイナス）

会 計 名 称 平成28年度
予算額（Ａ）

平成27年度
予算額（Ｂ）

増　　　減
差引（Ａ）－（Ｂ）率（％）

一 般 会 計 1,464,200 1,403,000 61,200 4.4

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 378,740 383,500 △4,760 △1.2

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 29,440 28,830 610 2.1

介護保険特別会計 278,900 290,100 △11,200 △3.9

地 域 改 善 地 区
住 宅 改 修 資 金 等
貸付事業特別会計

124 124 0 0.0

総　　額 2,151,404 2,105,554 45,850 2.2

公営企業会計　 （単位：万円、△：マイナス）

会 計 名 称 平成28年度
予算額（Ａ）

平成27年度
予算額（Ｂ）

増　　　減
差引（Ａ）－（Ｂ）率（％）

水道事業
会 計

収益的支出 71,162 71,183 △21 △0.0

資本的支出 46,481 41,929 4,552 10.9

計 117,643 113,112 4,531 4.0

下 水 道
事業会計

収益的支出 150,026 152,344 △2,318 △1.5

資本的支出 148,026 120,271 27,755 23.1

計 298,052 272,615 25,437 9.3

病院事業
会 計

収益的支出 216,772 237,496 △20,724 △8.7

資本的支出 30,750 37,763 △7,013 △18.6

計 247,522 275,259 △27,737 △10.1

平成2₈年度会計別総括表
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一般会計予算を家計簿（市民一人当たり）に表すと…

●議会費
 議員報酬、手当等 .................................1億1,075万円

●総務費
 シティプロモーション事業費 ................... 6,418万円
 湯の丸高原施設整備推進事業費 .......... 1,171万円
 市長選挙費 ................................................... 1,599万円
 市議会議員一般選挙費 ............................ 3,284万円
 参議院議員通常選挙費 ............................ 1,767万円

●民生費
 児童手当費 ............................................5億2,968万円
 障害者自立支援介護給付費.............5億3,182万円 

保育所運営事業費（市立） .................3億7,616万円

●衛生費
 上田地域広域連合負担金（クリーンセンター分）
  ...................................................................2億5,074万円
 ごみ分別収集費 .......................................... 9,678万円
 予防接種事業費 .......................................... 8,571万円

●農林水産業費
 中山間地域等直接支払制度費 ........1億0,190万円

●問い合わせ先　企画財政課　財政係　☎64 －5901

　下表は、平成28年度の一般会計歳入歳出予算額（146億4,200万円）を基準に各科目を一般家庭の項目に
置き換えたものです（市民一人当たりの金額は、平成28年２月１日現在の人口30,752人で算出しました）。
　市の予算には様々な種類の歳入や歳出があり、一般的な家計簿とは内容が異なります。例えば「人件費」は、
経常的な必要経費として「食費」に置き換えました。目安としてご覧ください。

一
般
会
計
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

 多面的機能支払交付金事業費 ............... 8,663万円
 松くい虫防除対策事業費 ......................... 3,617万円

●商工費
 中小企業振興資金等預託金 ............2億5,000万円
 温泉施設指定管理委託料 ........................ 8,000万円
 交通システム運行費補助金 ..................... 5,833万円

●土木費
 公営住宅建設事業 ...............................1億7,530万円
 社会資本整備総合交付金事業（県地区整備事業）
  ...................................................................4億4,534万円
 道路維持管理費 ...................................1億0,425万円

●消防費
 上田地域広域連合負担金（常備消防分）
  ...................................................................3億6,849万円

●教育費
 学力向上対策事業費 ................................. 4,368万円
 体育施設及び中央公園等管理費
  ...................................................................1億5,200万円

市の財政 家　計　簿 割　合

市　税 給　料 ₁2万円 26.2％

使用料や負担金など 副収入 ₄万円 7.9％

国や県から交付される
お金

父母等から
の援助 2₅万円 51.5％

繰入金（特別会計や基
金から受け入れるお金）

貯金の取崩
し ₄万円 8.6％

市債（市が長期間借り
入れるお金）

銀行などか
らの借入れ ₃万円 5.8％

合　　　計 ₄8万円 100.0％

市の財政 家　計　簿 割　合

人件費 食　費 ₇万円 15.2％

物件費、補助費等（旅費、消
耗品費、燃料費、委託料、補
助金などにかかるお金）

光熱水費、日
用 品 購 入な
どの生活費

₁8万円 36.9％

扶助費（高齢者や障が
い者、子どもの福祉な
どにかかるお金）

医療介護費 ₆万円 13.1％

普通建設事業費、維持補修費
（道路や学校など施設の新
増設や補修にかかるお金）

自宅の増改
築、補修費 ₅万円 9.7％

公債費（市債の元金及
び利子の支払いにかか
るお金）

借金の返済 ₆万円 11.9％

繰出金、積立金など（一般会
計から他会計へ支出するお
金や基金に積み立てるお金）

子どもへの
仕 送り、貯
金等

₆万円 13.2％

合　　　計 ₄8万円 100.0％

◆ ◆ ◆  収 入  ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  支 出  ◆ ◆ ◆
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市
で
は
、
民
間
企
業
会
計
の
「
発
生
主

義
」「
複
式
簿
記
」
等
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
財
務
書
類
を
作
成
し
、
今
ま
で
分

か
り
に
く
か
っ
た
財
産
及
び
借
金
の
状
況

や
ソ
フ
ト
事
業
に
使
っ
た
費
用
な
ど
を
公

表
す
る
取
り
組
み
を
平
成
20
年
度
決
算
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
務
書
類
に
は
、「
貸
借
対
照
表
」

や
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」、「
純
資
産
変

動
計
算
書
」、「
資
金
収
支
計
算
書
」
の
4

種
類
が
あ
り
、
資
産
（
道
路
や
公
共
施
設

等
の
財
産
）
や
負
債
（
資
産
を
形
成
す
る

た
め
の
借
金
）
の
状
況
な
ど
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
貸
借
対
照
表
」

と
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

　

な
お
、
財
務
書
類
の
作
成
範
囲
は
市
の

各
種
会
計
に
加
え
、
一
部
事
務
組
合
な
ど

関
係
団
体
を
含
め
た
「
連
結
決
算
」
と
し

て
作
成
し
て
い
ま
す
。
市
民
一
人
当
た
り

の
金
額
は
、
平
成
27
年
3
月
31
日
現
在
人

口
の
3
万
8
4
1
人
で
計
算
し
て
い
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
資
産
と
そ
の
資
産
に

対
す
る
負
債
及
び
純
資
産
の
3
つ
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
上
表
を
市
民
一
人
当
た
り

に
す
る
と
、
右
表
の
と
お
り
3
6
0
万
円

の
財
産
が
あ
り
、
そ
れ
を
調
達
す
る
に
あ

た
り
1
3
8
万
円
が
借
金
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
世
代
が
残
し
て
い
る

純
資
産
も
2
2
2
万
円
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

前
年
度
と
比
較
し
、
資
産
が
減
少
し
た

主
な
要
因
は
、
法
定
耐
用
年
数
に
よ
る
減

価
償
却
な
ど
で
す
。

連結貸借対照表
◆資産の部
これまで積み上げてきた財産

１． 公共資産
 道路や施設など

２． 投資等
 出資金や貸付金、
 基金など

３． 流動資産
 現金、預金など

４． 繰延勘定

◆負債の部
これからの世代が負担する金額（借金）

１． 固定負債
 地方債、
 引当金など

２． 流動負債
 翌年度返済
 地方債、
 短期借入金など

負債の部　計 （A）

963億1,500万円
（△19億8,500万円）

83億9,500万円
（△1億3,100万円）

61億8,000万円
（△12億3,700万円）

5,800万円
（△3,400万円）

377億7,300万円
（△11億6,800万円）

47億4,000万円
（4億2,500万円）

425億1,300万円
（△7億4,300万円）

◆純資産の部
国・県の補助金や現在までの世代が
負担した金額

純資産の部　計 （B）

負債及び純資産合計
　　　（A）＋（B）

684億3,500万円
（△26億4,400万円）

1,109億4,800万円
（△33億8,700万円）

資産合計 1,109億4,800万円
（△33億8,700万円）

※カッコ内は対前年度増減額。 △はマイナス。

公
会
計
制
度
に
よ
る

　
　
　
分
析
指
標
を
公
表
し
ま
す

平
成
26
年
度
決
算

市民1人当たりの…

※カッコ内は対前年度増減額。	△はマイナス。

資　産 （財産）
 ₃₆₀万円
 （△₉万円）

負　債 （借金）
 ₁₃8万円
 （△2万円）

純資産
 222万円
 （△₇万円）

貸
借
対
照
表
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
資
産
形
成
に

結
び
付
か
な
い
行
政
等
の
運
営
費
用
を
分

析
す
る
た
め
の
財
務
書
類
で
す
。
最
も
大

き
い
コ
ス
ト
は
社
会
保
障
給
付
や
各
種
団

体
へ
の
補
助
金
と
い
っ
た
移
転
支
出
的
な

コ
ス
ト
で
、
一
番
高
い
割
合
と
な
っ
て
い

ま
す
。
次
に
割
合
が
高
い
の
は
物
に
か
か

る
コ
ス
ト
で
、
こ
こ
に
は
減
価
償
却
費
等

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
道
路

や
施
設
等
の
耐
用
年
数
に
よ
り
、
資
産
価

値
が
目
減
り
し
た
分
を
コ
ス
ト
と
し
て
と

ら
え
た
も
の
で
す
。

将
来
世
代
負
担
比
率
︵
地
方
債
残
高
÷
公

共
資
産
︶

₃₉
・
₅
％
︵
対
前
年
度
比
₀
・
₃
ポ
イ
ン
ト
減
︶

　

道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
は
将
来

の
世
代
の
方
も
利
用
す
る
施
設
で
す
の
で
、

建
設
の
一
部
費
用
の
負
担
を
し
て
い
た
だ

く
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。
東
御
市
の
比

率
は
、
39
・
5
％
で
平
均
的
な
値
（
平
均

値
15
～
40
％
※
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
将
来
世
代
の
負
担
が
過
大
に

な
ら
な
い
よ
う
公
共
施
設
整
備
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。　

歳
入
額
対
資
産
比
率
︵
資
産
合
計
÷
歳
入

総
額
︶

₃
・
₆
︵
対
前
年
度
比
₀
・
₇
ポ
イ
ン
ト
増
︶

　

歳
入
総
額
に
対
す
る
資
産
の
比
率
を
表

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
形
成
さ
れ
た
資

産
は
何
年
分
の
歳
入
に
あ
た
る
か
を
示
し

て
い
ま
す
。
市
に
は
3
・
6
年
分
の
歳
入

に
相
当
す
る
資
産
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
前
年
度
よ
り
0
・
7

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、
概
ね
平
均
的

な
値
（
平
均
値
3
・
0
～
7
・
0
※
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
対
公
共
資
産
比
率
︵
経
常
行

政
コ
ス
ト
÷
公
共
資
産
︶

2₇
・
１
%
︵
対
前
年
度
比
₁
・
₉
ポ
イ
ン
ト
減
︶

　

ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
行
政
コ
ス
ト
と

ハ
ー
ド
事
業
で
あ
る
公
共
資
産
の
割
合
を

み
る
こ
と
で
、
財
源
配
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

分
か
り
ま
す
。
道
路
や
施
設
な
ど
の
ハ
ー

ド
事
業
も
市
民
生
活
に
は
重
要
で
す
が
、

一
方
で
社
会
福
祉
給
付
や
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
事
業
も
大
切
で

す
。
前
年
度
よ
り
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
公
共
資
産
等
の

ハ
ー
ド
事
業
の
割
合
が
高
ま
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
（
平
均
値
10
～
30
％
※
）。

　

市
の
借
金
（
一
部
事
務
組
合
等
を

含
む
）
は
、
連
結
貸
借
対
照
表
の
と

お
り
4
2
5
億
1
3
0
0
万
円
で
す

（
一
人
当
た
り
1
3
8
万
円
）。
し
か

し
、
今
後
借
金
の
返
済
に
対
し
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
な
ど
が

2
0
1
億
9
1
0
0
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、

実
質
的
な
借
金
は
2
2
3
億
2
2
0
0
万

円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
一
人
当

た
り
72
万
円
（
対
前
年
度
比
1
万
円
減
）

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
財
産
も
市
民
一

人
当
た
り
3
6
0
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、

将
来
世
代
へ
過
大
な
借
金
を
残
し
て
い
る

状
況
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

※
指
標
及
び
平
均
値
は
、「
新
地
方
公
会
計
制
度

の
徹
底
解
説
」（
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
編
著
）

か
ら
引
用

　

財
政
係
窓
口
に
は
、
詳
細
が
分
か
る
説
明
用

の
冊
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
御
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
財
政
課
　
財
政
係

　
☎
64

－

５
₉
０
１

連結行政コスト計算書

B経常収益（行政サービス等の利用による使用料、手数料など）
 102億5,100万円（△ 8億8,800万円）
C純経常行政コスト（A － B）
 158億9,300万円（△14億3,000万円）

261億4,400万円
（△23億1,800万円）

A
経常行政コスト

※カッコ内は対前年度増減額。△はマイナス。

47.6％ 27.9％

17.6％
6.9％

①人にかかるコスト
　（人件費等）
　45億9,600万円
　（2億6,500万円）

④その他のコスト
　（借入利息等）
　18億700万円
　（△16億6,500万円）

②物にかかるコスト
　（物品や修繕、光熱費、
　　　　減価償却費等）
　72億9,800万円
　（△2億5,200万円）

③移転支出的なコスト
　（社会保障給付等）
　124億4,300万円
　（△6億6,600万円）

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

分
析
指
標

実
質
的
な
負
債

︵
借
金
︶の
状
況
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　平成 28 年４月１日から「障害者差別解消法」（障
害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）が施
行されました。
　この法律は、「障害を理由とする差別」の解消の推
進に関する基本的な事項や、国の行政機関、地方公共
団体等及び民間事業者における障害を理由とする差別
を解消するための措置などについて定めることによっ
て、すべての国民が障害の有無によって分け隔てられ
ることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共
生する社会の実現につなげることを目的としています。

障害のある人もない人も共に生きる社会を目指して

障害者差別解消法が施行されました

障害を理由とする差別とは

「不当な差別的取扱い」は禁止、「合理的配慮の提供」を義務化

　この法律が禁止する障害を理由とする差別とは、障害を
理由として、正当な理由なく、サービスの提供を拒否した
り、制限したり、条件を付けたりするような行為をいいます。
　また、障害のある方から何らかの配慮を求める意思の表
明があった場合には、負担になり過ぎない範囲で、社会的
障壁を取り除くために必要で合理的な配慮（以下では「合
理的配慮」と呼びます。）を行うことが求められます。こ
うした配慮を行わないことで、障害のある方の権利利益が
侵害される場合も、差別に当たります。

※本法の詳細については、内閣府ホームページ（http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html などをご覧ください。

本
ポ
法
イ
の
ント

●相談・問い合わせ先　福祉課　福祉援護係　☎64 －8888

不当な差別的取扱い 合理的配慮の提供

車いすを利用している
ことを理由に、障害者
の入店を断る

障害の特性に応じて、
手話や筆談などのコ
ミュニケーション手段
をとる

障害者から求めがあれば、
合理的配慮を行わなければ
なりません。

障害者から求めがあれば、
合理的配慮を行うよう努め
なければなりません。

そ
の
他

そ
の
他

●障害を理由に窓口対応を断る
●障害を理由に対応の順序を後回しにする
●障害を理由にイベントの参加を拒む
●事務・業務の遂行上、特に必要ではないにもかかわ
らず、障害を理由に付き添い者の同行を求める

●声をかけて、手伝いの必要性を確かめて対応する
●目的の場所へ案内する際は、障害者の歩行速度に合
わせる

●意思疎通のために絵や写真カード、ICT機器などを
活用する

国の行政機関、
地方公共団体 等

民間事業者
（社会福祉法人やNPO等
の非営利事業者を含む）

法的
義務

努力
義務

禁止

禁止

市報とうみ（2016年 4 月）9



基準額33万円	＋	26 万円	×	被保険者数	以下 基準額33万円	＋	47万円	×	被保険者数	以下

基準額33万円	＋	2₆.₅万円	×	被保険者数	以下 基準額33万円	＋	₄₈万円	×	被保険者数	以下

国民健康保険税の賦課限度額と
軽減措置が改定されました

国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療保険入院時食事代が変わります

　所得に応じた国保税の納付となるように
賦課限度額（医療保険分と後期高齢者支
援金分）が引上げられました（右表）。

　世帯の前年の所得が決められた所得基準を下回っている場合は、所得に応じて国保税の均等割額（１人当たり）と
平等割額（１世帯当たり）の７割・５割・２割が軽減されます。
　今回の改定では、５割軽減と２割軽減の基準となる所得額が経済動向等を踏まえ見直されました。

　平成 28 年 4 月より住民税課税世帯の方の入院時食事代が下表のとおり改定されました。

◆国保税の賦課限度額が
　引上げられました

◆低所得者への国保税の軽減判定所得が見直されました

【5 割軽減の所得基準の拡大】 【2割軽減の所得基準の拡大】

　平成28年度税制改正により、国民健康保険税（以下「国保税」）の賦課限度額及び軽減措置の基準が下記のとお
り改定され、今年度課税分から適用されます。

「平成2₈年度国保税納税通知書」については、₆月中旬に世帯主様へ送付いたします。

●問い合わせ先　市民課　国保年金係　☎75 －8810

●問い合わせ先　市民課　国保年金係　☎75 －8810

改定前 改定前

改定後 改定後

平成28年度課税分から適用

※住民税課税世帯以外の方については変更ありません。

国保税の賦課限度額

国民健康保険・後期高齢者医療保険の入院時食事代

住民税課税世帯

住民税非課税世帯（90日までの入院）

低所得者Ⅰ

低所得者Ⅱ（過去12カ月で90日を越える入院）

改 定 前 改 定 後

2 6 0 円 3 6 0 円

2 1 0 円 2 1 0 円

1 0 0 円

1 6 0 円

1 0 0 円

1 6 0 円

医療保険分

後期高齢者支援金分

介護保険分

改 定 前 改 定 後

₅ 2 万 円 5 4 万円

1 ₇ 万 円 1 9 万円

1 6 万 円 1 6 万 円

（2016年 4 月）市報とうみ 10



保険料率

●問い合わせ先　長野県後期高齢者医療広域連合　☎ 026 － 229 －5320
　　　　　　　　市民課　国保年金係　☎ 75 － 8810

　後期高齢者医療制度の保険料率が改定され、平成 28・29 年度は下表の保険料率が適用されます。
　この保険料率は、医療費などの増加見込みなどの推計を基に 2年ごとに見直されることになっています。本制
度を安定的に運営するためにも、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、個々の保険料額等につきましては、平成 28 年 7 月中旬以降に納税通知書を発送する予定です。

【所得に応じた軽減】
　均等割軽減 ➡ 世帯の所得に応じて、9 割、8.5 割、5 割、2 割を軽減します。
 ※低所得者への軽減判定所得が平成 28 年 4 月に見直されました。
　所得割軽減 ➡ 住民税非課税などの所得の少ない方（年金収入で 153 万円以上 211 万円まで）は、5 割

を軽減します。
【会社などの健康保険の被扶養者であった方の軽減】
　均等割の保険料は９割軽減され、所得割はかかりません。

保険料ひとくちメモ

保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。詳しくは下記までお問い合わせください。

後期高齢者医療保険料が
変わります

均等割額
40,907円

所得割額
（前年中の総所得金額等－33万円）×8.30％

1人当たりの保険料額
（限度額57万円）＋ ＝

均 等 割 額

所 得 割 率

限 度 額

平成26・27年度
（改定前）

平成28・29年度
（改定後）

4 0 , ₃ 4 ₇円 40 , 9 0 7円

₈ . 1 0％ 8 . 3 0％

₅₇ 0 , 0 0 0円 570 , 0 0 0円

保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です

所得が少ない方の保険料が軽減されます

市報とうみ（2016年 4 月）11



会の活動が始まります
　

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
市
内
の
各
区
・
地
区
で
は
子

ど
も
会
・
育
成
会
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
家
庭
で
は
で
き
な
い
体
験
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
伝
統
行
事
の
ほ
か
、
魚
つ
か
み
、
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
の
自

然
や
文
化
に
触
れ
る
活
動
、
調
理
や
工
作
な
ど
の
創
作
活
動
、
球
技
大

会
、
ミ
ニ
運
動
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
さ
ら
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
様
々
な
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
中
で
、
異
年
齢
・
異
世
代
の
多
く
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
は

心
を
豊
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、
頑
張
っ
た
り
、
力
を
出
し
切
っ
た
り
、

思
い
っ
き
り
楽
し
む
こ
と
は
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
協
議
会
は
田
中
小
学
校
の
行
事

に
対
し
事
業
出
資
と
い
う
形
で
、
独

自
事
業
が
な
い
こ
と
が
長
年
の
懸
案

事
項
で
し
た
が
、
昨
年
役
員
で
話
し

合
い
を
し
、
一
つ
の
行
事
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
「
上
田
創
造
館
わ
く
わ
く
体
験
し
よ

う
」
で
は
、
児
童
約
50
名
が
参
加
し
、

市
の
バ
ス
で
創
造
館
見
学
を
し
て
き
ま

し
た
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
田
中
小

学
校
か
ら
見
た
星
空
を
用
意
し
て
い

た
だ
き
、
児
童
も
感
動
し
て
い
る
様
子

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
工
夫
し
な
が
ら

事
業
を
行
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
で
は
、
会
の
旗
を
つ
く
り
ま
し

た
（
写
真
）。「Let's Go

」（
レ
ッ
ツ

ゴ
ー
）
を
も
じ
っ
て
「N

et's Go

」

（
ネ
ッ
ツ
（
＝
祢
津
）
ゴ
ー
）
と
デ

ザ
イ
ン
し
て
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
は
こ

の
旗
を
掲
げ
、
金
井
地
区
を
中
心
に

回
り
ま
し
た
。
戌
の
満
水
の
時
に
流

さ
れ
て
き
た
と
い
う
八
間
石
や
金
井

の
薬
師
堂
、
古
代
の
古
墳
「
か
ん
か

ん
塚
」
な
ど
、
地
域
の
お
年
寄
り
か

ら
歴
史
を
学
び
な
が
ら
巡
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

本
部
会
は
年
間
に
8
つ
の
活
動
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
今

回
23
回
目
と
な
る
「
史
跡
め
ぐ
り
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
本
年
放

送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」

に
先
ん
じ
、
昨
年
11
月
に
上
小
地
区

内
の
真
田
家
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
真

田
氏
の
歴
史
や
活
躍
、
小
大
名
の
真

田
家
が
戦
国
時
代
を
ど
の
よ
う
に
生

き
残
っ
た
の
か
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
も
き
っ
と
役
立
つ
日
が

く
る
で
し
ょ
う
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
創
造
館
わ
く
わ
く
体
験
し
よ
う
」

「
旗
が
で
き
ま
し
た
」

「
史
跡
め
ぐ
り
」

田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会
青
少
年
育
成
部
会

会
長　

山や
ま
ざ
き崎　

康こ
う
い
ち一

会
長　

別べ
っ
ぷ府　

英ひ
で
の
り宣

部
会
長　

後ご
と
う藤　

富ふ

み

お

美
男

おらほの子ども
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新学期、子ども会・育成

　

4
月
は
進
級
・
進
学
の
時
期
で
す
。
児
童
・

生
徒
は
希
望
い
っ
ぱ
い
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

登
校
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
、
例
年
不
審
者
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
目
が
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
に
合
せ
て
、
散
歩

や
水
や
り
を
し
て
通
学
路
の
安
全
に
気
を

配
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
会
安
全
共
済
会
は
、
子
ど
も
会
・
育
成
会
の
活
動
中
に
生

じ
た
事
故
に
、
通
院
1
日
目
か
ら
見
舞
金
を
支
給
す
る
全
国
子
ど
も

会
連
合
会
の
制
度
で
す
。
市
で
は
、
会
費
を
全
額
補
助
し
、
加
入
を

促
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
加
入
手
続
き
は
、
各
区
の
育
成

会
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

加
入
手
続
き
の
窓
口
は
、
単
位
区
の
育
成
会
長
で
す
。

な
お
、加
入
の
際
に
は
、氏
名
、年
齢
、行
事
計
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
育
成
会
の
活
動
中
の
ケ
ガ

◦
会
場
ま
で
の
通
常
経
路
往
復
途
中
の
ケ
ガ

◦
事
前
会
議
・
練
習
中
の
ケ
ガ
等

●
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
課
　
青
少
年
教
育
係
　
☎
64

－

５
₉
０
６

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
を

　
　
　
　
　
見
守
っ
て
く
だ
さ
い

　

昨
年
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
築
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
「
魚
つ
か
み

大
会
」
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

9
月
の
「
歴
史
め
ぐ
り
」
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が
「
真
田
丸
」

な
の
で
、
第
1
次
上
田
合
戦
で
徳
川
軍
の
陣
地
に
な
っ
た
下
八
重
原
の

鍋
蓋
城
跡
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

八
重
原
用
水
の
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
と
八
重
原
用

水
古
地
図
を
作
成
し
て
、

北
御
牧
小
学
校
に
贈
り

ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
を
使
い
、
11
月

19
日
に
小
学
校
4
年
生

の
用
水
見
学
学
習
を
実

施
で
き
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
毎
年
、
地
域
の
方
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
、
地
区
育
成
会
長
の
ほ

か
、
和
小
学
校
5
・
6
年
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
も
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
、
和
地
区
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

の
日
に
あ
わ
せ
て
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
工
作
や

各
種
体
験
で
、「
弓
矢
作
り
」
に
「
的

当
て
」、「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
ロ
ケ
ッ
ト

作
り
」、「
色
紙
で
模
様
切
抜
き
」、「
引

越
し
ゲ
ー
ム
」
な
ど
、
小
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
下
級
生
な
ど
へ

一
生
懸
命
に
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
27
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
」

「
ふ
る
さ
と
学
習
」

北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会
長　

渡わ
た
な
べ辺　

正ま
さ
き喜

会
長　

山や
ま
ざ
き嵜　

義よ
し
と人

活
動
中
の
事
故
に
備
え
て

「
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
」へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

加
入
手
続
き

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
も
の

地域で育てよう
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市
で
は
、
交
流
体
験
及
び
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
参
加
者
向
け
の
短
期
滞
在
施

設
を
整
備
す
る
た
め
、昨
年
か
ら
温
泉
宿
泊
施
設「
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
明
神
館
」

の
改
修
と
芸
術
む
ら
公
園
内
に
コ
テ
ー
ジ
（
農
林
業
体
験
交
流
施
設
）
2
棟
の

増
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
両
施
設
は
3
月
に
工
事
を
終
え
、今
月
29
日
（
金・祝
）
か
ら
営
業
を
始
め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
観
光
課
　
観
光
係
　
☎
67

－

１
０
₃
₄

4
月
29
日（
金
・
祝
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
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ニ
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今
回
の
改
修
で
は
、
市
の
公
共
温
泉
宿
泊
施
設
と
し
て
宿
泊
部
門
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

繁
忙
期
や
少
人
数
宿
泊
客
の
宿
泊
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
ツ
イ
ン
ル
ー
ム
4
部
屋
の
増
築

を
は
じ
め
、
利
用
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
宿
泊
部
屋
の
種
類
を
増
や
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
芸
術
む
ら
公
園
の
ア
ー
ト
を
楽
し
む
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
、
地
元
の
特
色
あ
る
ワ
イ
ン

と
郷
土
料
理
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
整
備
し
、
施
設
利
用
者
が
ゆ
っ
た
り
と
滞
在
で

き
る
新
た
な
空
間
を
創
出
し
ま
し
た
。

　様々なニーズに対応できる宿泊施設にするため、
ツインルーム 4部屋を増築したほか、和洋室 2部
屋に展望風呂を備えました。

　フロントに向かって左側がレス
トラン。ロビーとの間に仕切りを
設置し、ゆったりと食事ができる
空間にしました。
　また、レストランのメニューに
ついても一新しました。

■レストラン営業時間
　午前11時30分～午後2時30分

　休憩室を男女別に設置し、湯
上り姿でゆっくりとくつろげる
空間にしました。また、脱衣棚
や洗い場を増やし、たくさんの
利用者に対応できる浴室にしま
した。

　
本
施
設
は
、
都
市
住
民
等
が
、
市
内
で
の
農
林
業
体
験

等
を
通
じ
て
一
定
期
間
の
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
、
交
流

促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
施
設
と
し
て
、
ま
た
体
験

を
通
じ
て
当
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
て
い
く
拠
点

と
位
置
づ
け
整
備
し
ま
し
た
。

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
明
神
館

芸
術
む
ら
公
園
コ
テ
ー
ジ

（
農
林
業
体
験
交
流
施
設
）

宿　
泊　
午
後
3
時
〜
翌
日
午
前
10
時
ま
で

日
帰
り　
午
前
11
時
〜
午
後
8
時
ま
で

営業
時間

宿
泊　
午
後
3
時
30
分
〜
翌
日
午
前
10
時
ま
で

営
業
時
間

☎
67

－

0
0
0
1

　
（
定
休
日
／
毎
月
第
4
水
曜
日
）

※
明
神
館
及
び
コ
テ
ー
ジ
の
宿
泊
料
金
に
つ
い
て
は
、明
神
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

予約
受付

▲展望風呂付き和洋室

増築部分（ツイン
ルーム 4部屋）
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平
成
28
年
市
議
会
第
1
回
定
例
会
は
2

月
23
日
に
開
会
し
、
初
日
は
平
成
28
年
度

の
一
般
・
特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計

の
各
予
算
案
の
ほ
か
、
27
年
度
各
会
計
の

補
正
予
算
案
、
条
例
案
、
人
事
案
等
合
計

34
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
3

月
10
日
に
は
2
議
案
が
、
24
日
に
は
1
議

案
が
追
加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
7
日
、
8
日
に
は
、
市
長
の
施
政

方
針
な
ど
に
つ
い
て
9
名
の
議
員
に
よ
る

個
人
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
日
は
総
括
質
疑
及
び
委
員
会
付
託
が

行
わ
れ
、
続
く
11
日
、
14
日
及
び
15
日
の

3
日
間
は
、
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
と

な
っ
た
議
案
及
び
陳
情
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
終
日
の
24
日
は
、
附
帯
意
見
を
付
し

た
28
年
度
一
般
会
計
予
算
を
含
む
市
の
提

案
し
た
議
案
及
び
議
員
提
出
議
案
全
て
に

つ
い
て
原
案
可
決
及
び
同
意
が
さ
れ
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
5
月
発
行
の
市
議
会
だ
よ
り
を
、

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局
　
☎
64

－

５
８
１
０

市
議
会
第
１
回
定
例
会

平
成
28
年
度
各
会
計
予
算
可
決

　

市
は
3
月
17
日
、
日
産
自
動
車
（
株
）

よ
り
電
気
自
動
車
1
台
の
無
償
貸
与
を
受

け
ま
し
た
。
同
社
が
全
国
の
自
治
体
を
対

象
に
実
施
す
る
「
電
気
自
動
車
活
用
事
例

創
発
事
業
」
に
よ
る
も
の
で
、
貸
与
期
間

は
3
年
間
で
す
。

　

貸
与
さ
れ
た
車
両
は
e
︲
N
V
2
0
0

で
、
充
電
1
回
当
た
り
の
走
行
可
能
距
離

は
1
9
0
㎞
。
最
大
1
5
0
0
W
の
電

力
を
供
給
で
き
る
パ
ワ
ー
プ
ラ
グ
を
備
え
、

蓄
電
池
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

　

市
は
2
月
27
日
、「
冬
の
と
う
み
は
ど

の
く
ら
い
寒
い
の
か
を
知
る
ツ
ア
ー
」
と

題
し
て
初
の
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
開
き
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
内
へ
の
移
住
を
検
討
す

る
県
内
外
の
4
組
9
人
が
参
加
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
は
っ
と
り
さ
ち
こ
さ
ん
や

市
職
員
の
案
内
で
、
市
役
所
周
辺
施
設
や

田
中
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
え
べ

や
」
の
ほ
か
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
る
住
宅
2
軒
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

昼
食
は
移
住
者
が
経
営
す
る
宿
泊
施
設

「
御
牧
原
て
ら
す
」（
御
牧
原
北
部
）
で
地
元
の
野
菜

な
ど
を
使
っ
た
料
理
を
食
べ
、
移
住
希
望
者
の
相
談

に
乗
る
市
の
定
住
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
懇
談
。
東
御
市
の
良

さ
や
不
便
さ
、
地
域
の
方
と

の
付
き
合
い
方
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
、
参
加
者

か
ら
は
「
広
々
と
し
た
感
じ

が
良
い
」「
移
住
者
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い

る
こ
と
が
良
い
」
な
ど
の
感

想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
市
役
所
前
で
式
典
を
行
い
、

長
野
日
産
自
動
車
（
株
）
の
曽そ

根ね

吉よ
し

徳の
り

取

締
役
社
長
が
「
観
光
振
興
事
業
や
環
境
保

全
事
業
な
ど
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
花
岡
市
長
が
車
両
を
起
動
さ
せ
、

投
光
機
へ
の
給
電
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
、
こ
の
車
両
を
屋
外
イ
ベ

ン
ト
や
災
害
時
対
応
の
ほ
か
、
子
ど
も
た

ち
の
環
境
教
育
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
予

定
で
す
。

日
産
自
動
車（
株
）

電
気
自
動
車
を
市
へ
無
償
貸
与

初
の
東
御
市
移
住
体
験
ツ
ア
ー 

開
催

▲式典であいさつする曽根吉徳取締役社長 ▲定住アドバイザーとの懇談

▲空き家バンク登
録物件の見学
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副
院
長

  

服
部
　
和
裕

副
院
長

  

岩
橋
　
輝
明

子
育
て
支
援
課

副
参
事

  

高
橋
富
士
子

総
務
部
参
事

  
岩
下
　
正
浩

平成28年度 東御市の組織一覧です市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
牛山　廣司

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
秘
書
課
長
兼
務
）

黒
柳
　
智
生

樋
沢
　
　
聡

上
原
　
代
夫

（
防
災
係
長
兼
務
）

清
水
　
　
誠

中
村
　
昌
彦

瀬
下
　
澄
仁

重
田
　
雄
一

井
上
　
祐
一 

寺
田
　
嘉
彦

小
宮
山
久
美

小
宮
山
直
樹

西
澤
　
好
美

林
　
　
昌
男

小
森
　
忠
久

渋
谷
　
隆
志

柳
澤
　
　
亮

花
岡
　
清
一

早
川
み
ど
り

（
人
権
同
和
政
策
課
長
兼
務
）

岩
下
　
由
美

岩
下
　
雄
司

（
副
参
事
兼
務
）

秘
書
係
長

大
塚
　
明
成

廣
田
　
裕
司

（
医
事
係
長
兼
務
）

翠
川
　
洋
子

（
外
来
科
看
護
師
長
兼
務
）

（
診
療
部
長
兼
務
）

櫻
井
　
俊
孝

徳
平
　
　
厚

高
橋
　
茂
雄

山
家
　
　
誠

須
貝
美
津
枝

中
沢
　
栄
一

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

森
山
　
悦
代

竹
内
　
英
輝

新
納
　
郁
子

岩
下
か
お
り

金
井
　
節
子

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

武
田
　
英
俊

柳
橋
　
　
智

早
川
み
ど
り

井
出
　
政
之

山
内
　
智
晴

堀
田
　
雄
二

井
澤
　
裕
子

（
市
民
病
院
庶
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係
長
兼
務
）

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
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）

正
村
　
宣
広

庶
務
係
長

医
事
係
長
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報
管
理
係
長

主
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健
康
管
理
科
係
長

地
域
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携
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長
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部
長

外
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部
長
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部
長
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医
長

栄
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長

検
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長
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長

病
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科

　
看
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長

　
副
看
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長
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手
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・
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室

　
看
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長

　
副
看
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長

助
産
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長（
助
産
所
長
）

副
助
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副
助
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長
）

庶
務
係
長

庶
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係
長

課
長
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学
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教
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係
長
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長
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少
年
教
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人
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和
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課
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図
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長
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長

  

小
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療
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弘
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長
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長

  

小
林
　
哲
三

〈
議
会
事
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局
〉〈
公
平
委
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会
事
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局
兼
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〉

〈
監
査
委
員
事
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〉

〈
農
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委
員
会
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〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
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課
長

  

勝
山
　
　
修

庶
務
係
長

（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
務
）

庶
務
係
長

織
田
　
秀
雄

事
務
局
次
長
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総
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長
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書
記
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長

（
総
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産
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長
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）

事
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局
次
長

事
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次
長

  

野
村
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弥
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次
長
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員
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長
兼
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長
兼
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長
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総
務
課
長
兼
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長
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農
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課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
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合
〉

深
井
　
芳
信

介
護
障
害
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

〈
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
〉

企
画
課
長

  

坂
井
　
美
嗣

事
務
局
長

  

高
藤
　
博
幸

看
護
部

 

看
護
部
長

  

谷
川
　
幸
弘

助
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長
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長
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事
兼
務
）

市
民
課
長

  

中
條
万
里
子

子
育
て
支
援
課
長

  

坂
口
　
光
枝

健
康
保
健
課
長

  

吉
澤
　
健
二

農
林
課
長

  

金
井
　
　
泉

商
工
観
光
課
長

  

小
菅
　
武
志

建
設
課
長

  

土
屋
　
親
功

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

関
　
　
一
法

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
室
長

（
総
務
部
参
事
兼
務
）

事
務
長

  

武
舎
　
和
博

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

  
清
水
　
敏
道

議
会
事
務
局
長

  

堀
内
　
和
子

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

赤
尾
　
秀
彦

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

柳
澤
　
利
幸

課
長
補
佐

総
務
係
長

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

課
長
補
佐

防
災
係
長

消
防
団
係
長

課
長
補
佐

消
防
施
設
係
長

課
長
補
佐

企
画
政
策
係
長

課
長
補
佐

財
政
係
長

広
報
統
計
係
長

課
長
補
佐
地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
係
長

住
民
税
係
長

課
長
補
佐

資
産
税
係
長

収
税
管
理
係
長

国
保
年
金
係
長

課
長
補
佐

支
所
市
民
係
長

課
長
補
佐

市
民
係
長

生
活
環
境
課
長

  

塚
田
　
　
篤

課
長
補
佐

環
境
対
策
係
長

課
長
補
佐

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

生
活
安
全
係
長

税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

福
島
　
英
昭

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

子
育
て
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
育
係
長

田
中
保
育
園
長

滋
野
保
育
園
長

課
長
補
佐

祢
津
保
育
園
長

課
長
補
佐

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

福
祉
推
進
係
長

福
祉
援
護
係
長

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

保
健
係
長

課
長
補
佐

健
康
増
進
係
長

課
長
補
佐

農
政
係
長

担
い
手
支
援
係
長

課
長
補
佐

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

観
光
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

課
長
補
佐

管
理
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

業
務
係
長

水
道
係
長

課
長
補
佐

下
水
道
係
長

会
計
課
長

（
会
計
管
理
者
兼
務
）

出
納
係
長

竹
内
　
美
衣

傳
田
　
和
子

北
沢
　
美
良

小
林
己
和
子

小
宮
山
勇
司

荒
井
　
秀
夫

柳
沢
眞
由
美

小
山
美
佐
子

武
井
　
淳
一

小
松
　
信
子

小
林
　
幸
司

清
水
　
　
悟

柳
澤
　
秀
夫

柳
澤
　
嘉
和

掛
川
　
一
郎

富
山
　
直
彦

山
邉
　
　
修

小
林
　
裕
次

所
　
　
健
一

高
橋
　
則
幸

滝
澤
　
嘉
紀

関
　
　
博
一

関
　
　
貴
彦

み
ま
き
温
泉
診
療
所

温
泉
診
療
所
長

（
整
形
外
科
）

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣１
　
地
域
づ
く
り
支
援
室
で
移
住
定
住
支
援

施
策
を
行
う
に
あ
た
り
、組
織
の
名
称
を「
地

域
づ
く
り
支
援
・
移
住
定
住
支
援
室
」に
改

め
ま
し
た
。

２
　
農
商
工
を
横
断
す
る
立
場
か
ら
６
次
産

業
化
を
推
進
す
る
た
め
、産
業
経
済
部
に

「
６
次
産
業
化
推
進
室
」を
新
設
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
13
名
）

【
行
政
職
】上
野
堅
弥（
市
民
課
）／
栁
澤
麻
紀

（
市
民
課
）／
佐
野
裕
一（
税
務
課
）／
大
塚
美

寿
（々
生
活
環
境
課
）／
土
屋
祐
莉（
子
育
て
支

援
課
）／
奈
良
静（
福
祉
課
）／
中
黒
佳
奈（
健

組
織
の
一
部
変
更

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

康
保
健
課
）／
小
林
祐
樹（
農
林
課
）／
恩
田
峻

佑（
上
下
水
道
課
）

【
医
療
職（
市
民
病
院
）】櫻
井
俊
孝（
診
療
部
）

／
徳
平
厚（
診
療
部
）／
宮
澤
直
也（
診
療
技
術

部
）／
幸
野
行
彦（
看
護
部
）

●
退
職
者（
8
名
）

宮
嶋
武
彦（
議
会
事
務
局
長
兼
監
査
委
員
事
務

局
長
兼
公
平
委
員
会
事
務
局
長
）／
橋
本
俊
彦

（
都
市
整
備
部
長
）／
小
野
澤
文
利（
総
務
部
付

参
事
）／
柳
沢
和
子（
子
育
て
支
援
課
副
参
事
）

／
小
相
澤
千
枝
子（
会
計
課
副
主
幹
）／
森
泉

ま
ゆ
み（
市
民
病
院
主
任
看
護
師
）／
小
林
直

樹（
税
務
課
主
査
）／
山
田
貴
子（
子
育
て
支
援

課
保
育
士
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名

　4月1日付けで、市職員の人事異動を行いました。本年度もよろしくお願いします。

６
次
産
業
化
推
進
室
長

  

山
田
　
正
仁

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

技
師
長
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副
院
長

  

服
部
　
和
裕

副
院
長

  

岩
橋
　
輝
明

子
育
て
支
援
課

副
参
事

  

高
橋
富
士
子

総
務
部
参
事

  

岩
下
　
正
浩

平成28年度 東御市の組織一覧です市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
牛山　廣司

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
秘
書
課
長
兼
務
）

黒
柳
　
智
生

樋
沢
　
　
聡

上
原
　
代
夫

（
防
災
係
長
兼
務
）

清
水
　
　
誠

中
村
　
昌
彦

瀬
下
　
澄
仁

重
田
　
雄
一

井
上
　
祐
一 

寺
田
　
嘉
彦

小
宮
山
久
美

小
宮
山
直
樹

西
澤
　
好
美

林
　
　
昌
男

小
森
　
忠
久

渋
谷
　
隆
志

柳
澤
　
　
亮

花
岡
　
清
一

早
川
み
ど
り

（
人
権
同
和
政
策
課
長
兼
務
）

岩
下
　
由
美

岩
下
　
雄
司

（
副
参
事
兼
務
）

秘
書
係
長

大
塚
　
明
成

廣
田
　
裕
司

（
医
事
係
長
兼
務
）

翠
川
　
洋
子

（
外
来
科
看
護
師
長
兼
務
）

（
診
療
部
長
兼
務
）

櫻
井
　
俊
孝

徳
平
　
　
厚

高
橋
　
茂
雄

山
家
　
　
誠

須
貝
美
津
枝

中
沢
　
栄
一

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

森
山
　
悦
代

竹
内
　
英
輝

新
納
　
郁
子

岩
下
か
お
り

金
井
　
節
子

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

武
田
　
英
俊

柳
橋
　
　
智

早
川
み
ど
り

井
出
　
政
之

山
内
　
智
晴

堀
田
　
雄
二

井
澤
　
裕
子

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

正
村
　
宣
広

庶
務
係
長

医
事
係
長

診
療
情
報
管
理
係
長

主
幹
健
康
管
理
科
係
長

地
域
連
携
科
長

内
科
部
長

外
科
部
長

産
婦
人
科
部
長

内
科
・
外
科
医
長

栄
養
科
副
科
長

検
査
科
技
師
長

臨
床
工
学
科
副
技
師
長

病
棟
科

　
看
護
師
長

　
副
看
護
師
長

外
来
科
・
手
術
室
・
内
視
鏡
室

　
看
護
師
長

　
副
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

庶
務
係
長

庶
務
係
長

課
長
補
佐
学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

青
少
年
教
育
係
長

人
権
同
和
教
育
係
長

課
長
補
佐

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
・
文
化
振
興
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
保
護
担
当

課
長
補
佐

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

小
林
　
秀
行

診
療
情
報
管
理
部

医
療
事
務
部

患
者
支
援
部

健
康
管
理
部

診
療
技
術
部

 

診
療
技
術
部
長

  

比
田
井
利
彦

診
療
部

 

診
療
部
長

  

川
瀬
　
泰
弘

教
育
課
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  

小
林
　
哲
三

〈
議
会
事
務
局
〉〈
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
〉

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

生
涯
学
習
課
長

  

勝
山
　
　
修

庶
務
係
長

（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
務
）

庶
務
係
長

織
田
　
秀
雄

事
務
局
次
長

（
総
務
課
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
総
務
課
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

野
村
　
伸
弥

事
務
局
次
長

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

深
井
　
芳
信

介
護
障
害
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

〈
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
〉

企
画
課
長

  

坂
井
　
美
嗣

事
務
局
長

  

高
藤
　
博
幸

看
護
部

 

看
護
部
長

  

谷
川
　
幸
弘

助
産
所
と
う
み

総
務
課
長

  

横
関
　
政
史

総
務
部
長

  

掛
川
　
卓
男

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

市
民
生
活
部
長

  

土
屋
　
一
夫

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  

山
口
　
正
彦

産
業
経
済
部
長

  

北
沢
　
　
達

都
市
整
備
部
長

  

寺
島
　
　
尊

参
事
会
計
管
理
者

  

西
澤
　
　
浩

消
防
課
長

  

田
中
　
基
継

企
画
財
政
課
長

（
総
務
部
参
事
兼
務
）

市
民
課
長

  

中
條
万
里
子

子
育
て
支
援
課
長

  

坂
口
　
光
枝

健
康
保
健
課
長

  
吉
澤
　
健
二

農
林
課
長

  

金
井
　
　
泉

商
工
観
光
課
長

  

小
菅
　
武
志

建
設
課
長

  

土
屋
　
親
功

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

関
　
　
一
法

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
室
長

（
総
務
部
参
事
兼
務
）

事
務
長

  

武
舎
　
和
博

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

  

清
水
　
敏
道

議
会
事
務
局
長

  

堀
内
　
和
子

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

赤
尾
　
秀
彦

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

柳
澤
　
利
幸

課
長
補
佐

総
務
係
長

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

課
長
補
佐

防
災
係
長

消
防
団
係
長

課
長
補
佐

消
防
施
設
係
長

課
長
補
佐

企
画
政
策
係
長

課
長
補
佐

財
政
係
長

広
報
統
計
係
長

課
長
補
佐
地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
係
長

住
民
税
係
長

課
長
補
佐

資
産
税
係
長

収
税
管
理
係
長

国
保
年
金
係
長

課
長
補
佐

支
所
市
民
係
長

課
長
補
佐

市
民
係
長

生
活
環
境
課
長

  

塚
田
　
　
篤

課
長
補
佐

環
境
対
策
係
長

課
長
補
佐

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

生
活
安
全
係
長

税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

福
島
　
英
昭

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

子
育
て
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
育
係
長

田
中
保
育
園
長

滋
野
保
育
園
長

課
長
補
佐

祢
津
保
育
園
長

課
長
補
佐

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

福
祉
推
進
係
長

福
祉
援
護
係
長

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

保
健
係
長

課
長
補
佐

健
康
増
進
係
長

課
長
補
佐

農
政
係
長

担
い
手
支
援
係
長

課
長
補
佐

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

観
光
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

課
長
補
佐

管
理
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

業
務
係
長

水
道
係
長

課
長
補
佐

下
水
道
係
長

会
計
課
長

（
会
計
管
理
者
兼
務
）

出
納
係
長

竹
内
　
美
衣

傳
田
　
和
子

北
沢
　
美
良

小
林
己
和
子

小
宮
山
勇
司

荒
井
　
秀
夫

柳
沢
眞
由
美

小
山
美
佐
子

武
井
　
淳
一

小
松
　
信
子

小
林
　
幸
司

清
水
　
　
悟

柳
澤
　
秀
夫

柳
澤
　
嘉
和

掛
川
　
一
郎

富
山
　
直
彦

山
邉
　
　
修

小
林
　
裕
次

所
　
　
健
一

高
橋
　
則
幸

滝
澤
　
嘉
紀

関
　
　
博
一

関
　
　
貴
彦

み
ま
き
温
泉
診
療
所

温
泉
診
療
所
長

（
整
形
外
科
）

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣１
　
地
域
づ
く
り
支
援
室
で
移
住
定
住
支
援

施
策
を
行
う
に
あ
た
り
、組
織
の
名
称
を「
地

域
づ
く
り
支
援
・
移
住
定
住
支
援
室
」に
改

め
ま
し
た
。

２
　
農
商
工
を
横
断
す
る
立
場
か
ら
６
次
産

業
化
を
推
進
す
る
た
め
、産
業
経
済
部
に

「
６
次
産
業
化
推
進
室
」を
新
設
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
13
名
）

【
行
政
職
】上
野
堅
弥（
市
民
課
）／
栁
澤
麻
紀

（
市
民
課
）／
佐
野
裕
一（
税
務
課
）／
大
塚
美

寿
（々
生
活
環
境
課
）／
土
屋
祐
莉（
子
育
て
支

援
課
）／
奈
良
静（
福
祉
課
）／
中
黒
佳
奈（
健

組
織
の
一
部
変
更

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

康
保
健
課
）／
小
林
祐
樹（
農
林
課
）／
恩
田
峻

佑（
上
下
水
道
課
）

【
医
療
職（
市
民
病
院
）】櫻
井
俊
孝（
診
療
部
）

／
徳
平
厚（
診
療
部
）／
宮
澤
直
也（
診
療
技
術

部
）／
幸
野
行
彦（
看
護
部
）

●
退
職
者（
8
名
）

宮
嶋
武
彦（
議
会
事
務
局
長
兼
監
査
委
員
事
務

局
長
兼
公
平
委
員
会
事
務
局
長
）／
橋
本
俊
彦

（
都
市
整
備
部
長
）／
小
野
澤
文
利（
総
務
部
付

参
事
）／
柳
沢
和
子（
子
育
て
支
援
課
副
参
事
）

／
小
相
澤
千
枝
子（
会
計
課
副
主
幹
）／
森
泉

ま
ゆ
み（
市
民
病
院
主
任
看
護
師
）／
小
林
直

樹（
税
務
課
主
査
）／
山
田
貴
子（
子
育
て
支
援

課
保
育
士
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名

　4月1日付けで、市職員の人事異動を行いました。本年度もよろしくお願いします。

６
次
産
業
化
推
進
室
長

  

山
田
　
正
仁

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

技
師
長

●
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
総
務
係
　
☎
64

－

５
８
７
６
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〈平成28年3月31日付で転任・退職された先生〉

︵敬称略︶

〈平成28年4月1日付で着任された先生〉

田中小学校 岸
きし

田
だ

　明
あき

彦
ひこ

　校長
 （長野市立昭和小学校　校長へ）

東部中学校 江
え

村
むら

　智
ち

晴
はる

　校長
 （定年退職）

滋野小学校 原
はら

沢
さわ

　　浩
ひろし

　教頭
 （小諸市立千曲小学校　校長へ）

祢津小学校 増
ます

田
だ

　　清
きよし

　教頭
 （定年退職）

和小学校 勝
かつ

見
み

　藤
とう

一
いち

　教頭
 （御代田町立御代田中学校　校長へ）

北御牧小学校　田
た

中
なか

　和
かず

幸
ゆき

　教頭
 （信大附属長野小学校　副校長へ）

東部中学校 宮
みや

崎
ざき

　英
ひで

夫
お

　教頭
 （上田市立長小学校　教頭へ）

北御牧中学校　町
まち

田
だ

　達
たつ

彦
ひこ

　教頭
 （上田市立神川小学校　教頭へ）

田中小学校 荻
おぎ

原
はら

　敏
とし

行
ゆき

　校長
 （喬木村立喬木第一小学校校長から）

東部中学校 菊
きく

池
ち

　秀
ひで

樹
き

　校長
 （佐久穂町立佐久穂中学校校長から）

滋野小学校 清
し

水
みず

　克
かつ

則
のり

　教頭
 （長野市立安茂里小学校教諭から）

祢津小学校 駒
こま

津
つ

　美
み

恵
え

　教頭
 （長野市立城東小学校教諭から）

和小学校 渡
わた

邉
なべ

　元
もと

子
こ

　教頭
 （上田市立浦里小学校教頭から）
北御牧小学校 新

あら

井
い

　重
しげ

則
のり

　教頭
 （須坂市立高甫小学校教諭から）

東部中学校 宮
みや

坂
さか

　博
ひろ

喜
き

　教頭
 （千曲市立戸倉上山田中学校教諭から）

北御牧中学校　駒
こま

村
むら

　久
ひさ

登
と

　教頭
 （長野市立柳町中学校教諭から）

市内小中学校の校長・教頭の人事異動紹介

田中小学校 滋野小学校 祢津小学校 和小学校 北御牧小学校 東部中学校 北御牧中学校
校	長 荻原　敏行 松

まつ

木
き

　智
とも

子
こ

土
つち

屋
や

　哲
てつ

章
あき

長
なが

岡
おか

　秀
ひで

幸
ゆき

小
こ

山
やま

　喜
よし

博
ひろ

菊池　秀樹 細
ほそ

萱
がや

　昇
のぼる

教	頭 橋
はし

詰
づめ

　文
ふみ

彦
ひこ

清水　克則 駒津　美恵 渡邉　元子 新井　重則 冨
とみ

沢
ざわ

　　孝
たかし

宮坂　博喜 駒村　久登

▲滋野小学校 ▲田中小学校

▲北御牧中学校 ▲東部中学校 ▲北御牧小学校

▲和小学校 ▲祢津小学校

祝 

小
中
学
校
卒
業
式

　

市
内
で
は
3
月
16
日
に
中
学
校
で
、
17
日
に
は
小

学
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

め
で
た
く
卒
業
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
児
童
・
生
徒

の
皆
さ
ん
は
、
学
友
や
恩
師
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な

が
ら
、
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
去
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
卒
業
生
は

　
小
学
校
₂
₈
₉
名

　
中
学
校
₂
₈
₅
名
で
し
た
。

平成28年度 市内小中学校 校長 ･教頭一覧

※東部中学校は教頭2人制です。
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田
中
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
3
月
7
日
、
し

な
の
鉄
道
か
ら
の
招
待
で
観
光
列
車
「
ろ
く
も

ん
」
に
乗
車
し
ま
し
た
。

　

田
中
駅
に
隣
接
す
る
同
園
で
は
、
園
児
た
ち

が
毎
週
金
曜
日
に
駅
の
ホ
ー
ム
で
旗
を
振
っ
て

「
ろ
く
も
ん
」
の
利
用
客
を
出
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
の
縁
で
実
現
し
た
今
回
の
乗
車
体
験
で
は
、

年
小
児
と
年
中
児
が
ろ
く
も
ん
1
号
に
、
年
長

児
は
ろ
く
も
ん
2
号
に
乗
車
。
車
内
で
は
絵
本

を
読
ん
だ
り
、
木
の
プ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
し
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
ろ
く
も
ん
1
号
の
田
中
駅

到
着
に
合
わ
せ
て
園
児
が
描
い
た
絵
葉
書
の
贈

呈
式
が
ホ
ー
ム
で
開
か
れ
、
代
表
園
児
6
名
が

同
鉄
道
の
藤ふ

じ

井い

武た
け

晴は
る

社
長
へ
葉
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

誕生日おめでとう！
（4月生まれ）

　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・
氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50
字程度を添えて、企画財政課広報担当までお送り
ください。締め切りは、4月8日（金）必着。
※原則、毎月8日が締め切りとなります。

（対象者 5月生まれの 1
●

 歳）
☆募集します！！☆

とうみっ子!!

白
しら

倉
くら

　充
みつる

くん（上八重原）
（１歳、H27.04.10生）

今
いま

井
い

　純
じゅんた

太くん（桜井）
（１歳、H27.04.15生）

お誕生日おめでとう。我が家
のアイドル！元気で強くたく
ましく大きくなぁれ！！

じゅんたくん。お誕生日おめ
でとう♥甘えんぼうで泣き虫
なじゅんたくん。強くてやさ
しい男の子になってね♥

す す 育
く く て 田

中
保
育
園

観
光
列
車「
ろ
く
も
ん
」乗
車
体
験
市
中
央
公
民
館

「
優
良
公
民
館
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」受
賞

と
う
み
の
魅
力
が
満
載

「
別
冊
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
信
州
東
御
」刊
行
！

　

市
中
央
公
民
館
は
3
月
3
日
、

平
成
27
年
度
の
文
部
科
学
省
の
優

良
公
民
館
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
社
会
教
育
の
中

核
を
成
す
公
民
館
活
動
の
充
実
・

振
興
を
図
る
た
め
、
公
民
館
の
う

ち
、
特
に
事
業
内
容
や
方
法
等
に

工
夫
を
こ
ら
し
、
地
域
住
民
の
学

習
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

施
設
を
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す

る
も
の
で
す
。
市
中
央
公
民
館
は
、

子
ど
も
向
け
講
座
と
市
民
大
学
を

充
実
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
受
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
食
や
観
光
情
報
な
ど
を
紹
介
す
る
情
報
誌
「
別
冊
K
U
R
A

信
州
東
御
」（
発
行
／
ま
ち
な
み
カ
ン
ト
リ
ー
プ
レ
ス
）
が
3
月
5
日

に
刊
行
さ
ま
し
た
。

　

本
市
の
魅
力
が「
農
」

「
も
の
づ
く
り
」「
観
光

と
食
」「
移
住
」
の
4

つ
の
視
点
で
ま
と
め
ま

れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
地
域
の
魅
力

を
見
つ
め
直
し
、
誇
り

に
思
え
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◀
ろ
く
も
ん
の
旅
を
満
喫

▶
絵
葉
書
の
贈
呈
式

▶
書
店
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
販
売
中
！

市報とうみ（2016年 4 月）19



₄
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

︻
お
で
か
け
し
ま
し
ょ
う
！
︼

東御市立図書館 ☎64-5886

図
書
館
へ
行
こ
う

日 月 火 水 木 金 土
₁ 2

₃ ❹ ₅ ₆ ₇ 8 ₉
₁₀ � ₁2 ₁₃ ₁₄ ₁₅ ₁₆
₁₇ � ₁₉ 2₀ 2₁ 22 2₃
2₄ � 2₆ 2₇ � 2₉ ₃₀

₄月の開館日
（赤丸の日が休館日です。）

平日／9:00～18:30
土・日・祝日／9:00～17:00

◦
の
っ
て
い
こ
う

木き

内う
ち

　
達た
つ

朗ろ
う

：
さ
く

福
音
館
書
店

◦
民
話
と
伝
承
の
絶
景
36石い

し

橋ば
し

　
睦む
つ

美み

：
著

山
と
渓
谷
社

待
ち
に
待
っ
た
春
で
す
。
さ
ぁ
て
、
お

で
か
け
の
計
画
、
立
て
ま
し
ょ
う
か
。

◦
樹
木
葬
と
い
う
選
択

︙
︙
︙
田た

中な
か　

淳あ
つ

夫お

：
著

◦
日
本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？

︙
︙
︙
海か

い

部ふ　

陽よ
う

介す
け

：
著

◦
は
は
が
う
ま
れ
る

︙
︙
︙
宮み

や

地じ　

尚な
お

子こ

：
著

◦
宗
教
消
滅

︙
︙
︙
島し

ま

田だ　

裕ひ
ろ

巳み

：
著

◦
西
洋
菓
子
店
プ
テ
ィ
・
フ
ー
ル

︙
︙
︙
千ち

早は
や　

茜あ
か
ね

：
著

◦
映
画
は
楽
し
い
表
現
ツ
ー
ル

︙
︙
︙
昼ひ

る

間ま　

行ゆ
き

雄お

：
作

◦
い
た
ず
ら
ロ
バ
ー
ト

︙
︙
ダ
イ
ア
ナ
・
Ｗ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
：
作

◦
と
ん
で
も
な
い

︙
︙
︙
鈴す

ず

木き　

の
り
た
け
：
作

◦
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
コ
ロ
リ
ン
コ
く
ん

︙
︙
︙
カ
ズ
コ
・
Ｇ
・
ス
ト
ー
ン
：
作

◦
た
ま
お
く
ん
は
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん

︙
︙
︙
あ
き
や
ま　

た
だ
し
：
作

新
着
本
案
内

一
般
書

児
童
書

開館
時間

事
実
に
向
き
合
う

こ 

や
ま

た
か
ふ
み

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

小
山

　隆
文

（143）

　
「
○
○
小
学
校
の
2
年
生
で
す
が
、
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
と
の
診
断
を
受
け
て

い
ま
す
。
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
て

困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
や
担
任
の
先

生
の
理
解
が
進
み
、
少
し
ず
つ
良
い
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

親
と
し
て
も
何
と
か
支
え
て
行
き
た
い
の

で
、
親
の
会
や
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
情
報
を
教
え
て
下
さ
い
」
と
い

う
内
容
の
電
話
が
入
っ
た
。

　

事
あ
る
ご
と
に
、「
学
校
の
対
応
が
悪

い
」「
教
師
の
指
導
が
悪
い
」
と
い
っ
た

苦
情
電
話
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
昨
今
だ
が
、

子
ど
も
さ
ん
の
事
実
に
向
き
合
い
、
事
実

か
ら
出
発
し
よ
う
と
す
る
親
御
さ
ん
の
姿

勢
に
、「
素
晴
ら
し
い
お
母
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
ん
だ
な
」
と
、
久
し
振
り
に
感
動

を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
た
。

　

ご
存
知
の
通
り
、
こ
の
4
月
か
ら
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
こ

の
法
律
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て

の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
、
共
に
生
き
る
社
会
を

作
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
国

や
役
所
、
民
間
に
お
い
て
は
、
差
別
的
取

り
扱
い
が
禁
止
さ
れ
、
国
や
役
所
で
は
、

合
理
的
配
慮
を
法
的
義
務
と
し
た
も
の
で

あ
る
。（
民
間
は
努
力
義
務
）

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
で
は
、
個
に
配
慮
し

た
指
導
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進
し
な
が
ら
、

児
童
・
生
徒
の
学
び
難
さ
を
軽
減
す
る
努

力
を
重
ね
て
来
て
い
る
が
、
取
り
組
み
の

加
速
化
を
更
に
図
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　

又
、
今
回
の
施
行
に
よ
る
学
校
で
の
合

理
的
配
慮
と
は
、
児
童
・
生
徒
の
障
が
い

特
性
を
全
職
員
で
共
有
し
、
必
要
な
支
援

の
方
向
性
を
探
り
な
が
ら
、
個
に
寄
せ
た

支
援
を
よ
り
計
画
的
に
進
め
て
行
く
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
児
童
・
生
徒
の
事

実
に
向
き
合
い
、
支
援
の
如
何
に
つ
い
て
、

事
実
か
ら
出
発
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

駅
周
辺
に
見
ら
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
の
様
々
な
施
設
か
ら

も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
社
会
で
も
、

障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や
乳
幼

児
、
更
に
は
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
、
安

全
で
便
利
な
生
活
環
境
づ
く
り
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
動
き
始
め
て
い
る
。
学
校
も

地
域
社
会
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
性
を
認

め
合
い
、
共
生
社
会
を
目
指
し
て
行
く
時

代
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
受
け
止
め

て
い
る
。

　

さ
て
、
私
達
の
周
り
に
は
、
様
々
な
差

別
が
あ
る
が
、
大
人
で
あ
る
私
達
一
人
ひ

と
り
は
、
全
て
の
差
別
解
消
に
向
け
、
事

実
と
向
き
合
い
、
事
実
か
ら
学
び
、
事
実

か
ら
行
動
を
起
こ
す
生
き
方
を
通
し
て
、

未
来
あ
る
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
差
別
の

な
い
明
る
い
社
会
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
日
々
で
あ
る
。
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●問い合わせ先　☎61-6148

　₁～₃歳の未就園児とその保護者が毎月₂回、奈良原
区内の里山（「四季の森」他）を散策する活動です。そ
の中で子どもが興味を抱いて自ら始める遊びに、保護
者やスタッフは寄り添い、ゆったりとした時間を過ごし
ています。何よりも子どもと向き合う時間を大切に考え、
約束事としてケータイやカメラの使用は禁止。「ダメ」「い
けない」などの子どもの行動を否定する言葉も使えませ

ん。体験を通じ
て子どもはや
りたいことがで
きて満足し、保
護者は子ども
との関わり方を
学びます。

　自然の中で土まみれになり、自由に楽しそうに遊ぶ姿を
見て私自身も癒されました。活動をした日は、子どもも気
持ちが満たされているようで様子がとても穏やかでした。
　私自身もこの活動を通して、スタッフの方々、お母
さん方から色々なことを教えていただきました。子ど
もに対する接し方も変わったと思います。

　年中児から小学校₁年生までの子どもたちが毎月₂
回、里山で自由に遊びます。あふれる自然が子どもの
関心や意欲を引き出してくれますので、そこで巻き起
こる子ども同士の関わりを大切にしています。
　子どもたちは自由な時間の中で遊びを通して様々な
ことを試し、次第にやりたいことがはっきりしてくる
と、何をしたら良いかを考えて行動します。その過程

で子どもたち
はどんどん力
を発揮して自
信をつけてい
きます。

　服の汚れっぷりは想像以上でしたが、子どもの充実
した顔を見ていると、その汚れすら「良かったな」と
思えるので不思議です。
　そこにある物・自然をそのまま楽しめるようになっ
たと思います。
　また、「思い切り楽しむとこんな気持ちになれる」と
子ども自身が知れたのも良かったです。

　里山探検事業を卒業した子どもや保護者からの「卒業
しても里山遊びを楽しみたい！」というたくさんの声にお
応えして、昨年度から月に1回、保護者同伴で里山遊び
を楽しむ機会を設けました。こちらは過去に里山探検事
業に参加したことがない方でも参加が可能です。ご家族
で自然を満喫しながら楽しい時間を過ごしています。

　平成 28 年度里山探検事業への参加をご希望の方は、₄月15
日（金）までに「しんたい」へお申し込みください。
　なお、詳細については₄月₁日発行市報お知らせ版（No.277）
をご覧ください。

　里山探検事業には、森林整備や子どもたちの見守りなど、地域
の皆さんの協力が不可欠です。本事業にご協力いただける方、興
味のある方は、「しんたい」へお問い合わせください。

　子どもたちが、やりたいことをやりたいだけ、とことん遊び込める場をつくりたい！そんな思いから始まっ
た里山探検事業は、今年度で 5 年目になります。
　現代の子どもたちは外で元気いっぱい遊ぶことが少なくなりましたが、本来子どもたちの体力や身のこな
し、自信や自主性、社会性などは、外遊びで育まれるものです。この事業では、外遊びの機会を提供するこ
とで、子どもたちの自ら育つ力を最大限に引き出すことを狙いとしています。

子どものこころ・からだ・きずなを育む里山探検事業

★里山探検事業 参加者募集中

★ボランティアスタッフ募集中

里山探検あそび ニコニコ

里山探検サークル キラキラ 里山探検活動 ドキドキ

しんたいの
shin-tai 「ちょっと耳よりな話」

公益財団法人身体教育医学研究所

指導部長　渡邉　真也
わたなべ しん  や86

保護者Kさんの感想 保護者Mさんの感想
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今
年
度
は
、「
信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
関
連
し
た
話
題
を
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
信
州
A
C
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、

長
野
県
が
新
た
に
展
開
す
る
健
康
づ
く
り

県
民
運
動
で
す
。

　
「
A
C
E
」
は
生
活
習
慣
病
予
防
に
効

果
の
あ
る
「
A
c
t
i
o
n
」（
体
を
動

か
す
）、「
C
h
e
c
k
」（
健
診
を
受
け

る
）、「
E
a
t
」（
健
康
に
食
べ
る
）
の

頭
文
字
を
つ
な
げ
た
も
の
で
、「
世
界
で

一
番
（
A
C
E
）
の
健
康
長
寿
を
目
指
す
」

と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

も
こ
れ
に
賛
同
し
、
連
動
し
た
健
康
づ
く

り
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

習
慣
的
に
体
を

動
か
す
こ
と
で
生

活
習
慣
病
を
予
防

す
る
と
と
も
に
、

体
の
機
能
低
下
や

認
知
症
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

階
段
利
用
や
散
歩
、
掃
除
な
ど
、
ま
ず
は

今
よ
り
少
し
多
く
「
歩
く
」
な
ど
、
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

年
に
一
度
は
、
家
族
み
ん
な
で
体
の
定

期
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
！
特
に
、
生
活
習

慣
病
に
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。「
自
分
は
健
康
」
と
思
っ
て
い
て

も
、
毎
年
「
特
定

健
診
」
や
「
が
ん

検
診
」、「
歯
周
疾

患
検
診
」
を
受
け

て
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
、
安
心
で

健
康
な
暮
ら
し
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
あ
な
た
の
身
体
は
、
あ
な
た
の
食
べ

た
も
の
で
で
き
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
1
日
3
食
、
毎
日
食
べ
る
食
事
は

1
年
間
で
1
0
0
0
食
以
上
に
な
り
ま

す
。
毎
日
、「
健
康
に
配
慮
し
て
食
べ
る
」

こ
と
の
積
み
重
ね

が
大
切
で
す
。
塩

分
を
減
ら
し
、
野

菜
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。

生
き
活
き 

長
生
き
健
康
と
う
み

信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編

健康保健課
保健係
☎64-8882
健康増進係
☎64-8883

信
州
A
エ
ー
スC
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

「
A
」「
C
」「
E
」で

健
や
か
な
生
活
を
！

Ⓐ
c
t
i
o
n（
ア
ク
シ
ョ
ン
）

Ⓒ
h
e
c
k（
チ
ェ
ッ
ク
）

Ⓔ
a
t（
イ
ー
ト
）

　

市
健
康
保
健
課
が
発
行
す
る
新
た
な

「
と
う
み
イ
キ
イ
キ
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
」
の
制
作
に
、
私
た
ち
地
域
お
こ

し
協
力
隊
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

新
た
な
マ
ッ
プ
は
、「
田
中
駅
～
市
役

所
周
辺
」「
海
野
宿
」「
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺
」「
雷
電
く
る
み

の
里
」「
湯
の
丸
高
原
」「
祢
津
」
の
計
6

種
類
。
コ
ー
ス
上
に
は
、
地
域
の
名
所
や

特
徴
を
記
載
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
親
し

み
や
す
い
マ
ッ
プ
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
運
動
強
度
の
指
標
を
表
す
距
離
や
所

要
時
間
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
の
ほ
か
、
運
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
レ
ン
タ
ル
ポ
ー
ル
の
取

扱
い
場
所
や
休
憩
所
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て

も
表
記
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
マ
ッ
プ
は
、
3
月
か
ら
市
内

の
公
共
施
設
で
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
運

動
す
る
こ
と
が
健
康
づ
く
り
に
良
い
と
思

い
な
が
ら
も
、
日
々
の
生
活
で
時
間
が
な

か
な
か
作
れ
な
い
！
と
思
い
が
ち
な
皆
さ

ん
、
是
非
ご
自
宅
周
辺
の
マ
ッ
プ
で
気
軽

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

53
回
目
を
迎
え
た
湯
の
丸
ス
キ
ー
大
会
。

今
回
、
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
男
女
別
・
年
齢
別
の
14
部
門
に

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
2
部
門
を
加
え
た

16
部
門
で
実
施
。
各
選
手
は
旗
門
が
設
置

さ
れ
た
コ
ー
ス
を
誰
よ
り
も
早
く
滑
り
タ

イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
競

技
開
始
前
に

コ
ー
ス
を
下

見
す
る
「
前

走
」
を
担
当
。

気
に
な
る
タ

イ
ム
は
︙
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
活
動
レ
ポ
ー
ト
Vol.9

佐
さ
藤
とう
　照
てる
友
ゆ
旭
き
　隊員

「
と
う
み
イ
キ
イ
キ
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」完
成

第
53
回
湯
の
丸
ス
キ
ー
大
会

▶
マ
ッ
プ
に
は
鮱
名
星
児
隊
員
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
が
満
載

（2016年 4 月）市報とうみ 22



ご 芳 志

●問い合わせ先
　総務課　契約財産係　☎ 64 － 5805
　企画財政課　財政係　☎ 64 － 5901

　ご寄附いただき、ありがとうござい
ました。厚くお礼申し上げます。

（平成 28 年 2 月に寄附をいただいた
ものです。）

◦中澤　邦章　様
　（ナビ付キーボード 1 台）

◦信明商事有限会社　様　
　（地上式消火栓 1 基、格納箱一式）
◦信州大学
　ハナサカ軍手ィプロジェクト　様
（デザイン軍手「ちび軍手ィ」278 双）

〈寄附金〉
◦株式会社ミクニ　様　
　（現金 300 万円）

　公表については、同意をいただい
た方のみ掲載しています

おいしいヘルシークッキング 111

さばのピリ辛そぼろ風どんぶり
（1人分：エネルギー 429kcal・塩分0.7g）

❶玉ねぎ、赤ピーマン、ピーマンは1.5cm角
に、にんにくと生姜はみじん切りにする。
❷長ねぎで白髪ねぎを作り、かいわれ大根
は根を取り除いて3等分に切る。
❸フライパンでごま油を熱してにんにく
と生姜を炒め、続いて玉ねぎ、赤ピーマン、
ピーマンを加えて炒める。さらにさば缶の
身を加えてほぐしながら炒める。
❹③に豆板醤、酒、缶汁を加えて汁気がなく
なるまで炒める。さらに粉チーズとこしょう
を加え、混ぜ合わせてから火を止める。
❺ご飯の上に④を盛り付け、薬味として白
髪ねぎとかいわれ大根をのせる。

作り方

減塩ポイント
　粉チーズや豆板醤
のコクでおいしくい
ただけます。

ご飯 ..............................600g
さば水煮缶 ........ 1缶（200g）
玉ねぎ ............... 1個（200g）
赤ピーマン .......... 1個（40g）
ピーマン .............. 1個（30g）
にんにく ......................1かけ
生姜 .................2かけ（25g）
長ねぎ ............. 1/3本（50g）
かいわれ大根 ........1/4パック
ごま油 ......................小さじ2
豆板醤 ..................小さじ1/4
酒 .............................大さじ1
粉チーズ ..................大さじ4
こしょう ......................... 少々

材　料（4人分）

(gomi)
No.137

なるほど
  The ごみ

クリーンリサイクル係
☎ ₆ ₃ ︲ ₆ 8 ₁ ₄

　

市
役
所
で
2
月
20
日
、
各
区
の
環
境
推

進
委
員
長
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
ご
み
に

関
す
る
ご
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

　
東
部
地
区
で
は
「
道
具
系
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
や
「
汚
れ
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

　

廃
棄
物
処
理
業
者
に
よ
り
焼
却
処

理
さ
れ
、
発
生
し
た
熱
は
サ
ー
マ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
（
熱
利
用
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
は
ど

こ
で
回
収
し
て
い
ま
す
か
？

　

回
収
場
所

は
、
市
役
所

本
庁
舎
、
北
御
牧

庁
舎
、
滋
野
公
民

館
、
東
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
ア
ル
ミ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
紙

パ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
分
別
し
た
ら

よ
い
の
で
す
か
？

　

通
常
の
紙
パ
ッ
ク（
牛
乳
、ジ
ュ
ー

ス
な
ど
）
は
、
中
を
洗
っ
て
切
り
開

け
ば
資
源
物
と
し
て
出
せ
ま
す
が
、
お
酒

の
紙
パ
ッ
ク
の
よ
う
に
内
側
が
ア
ル
ミ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
ア

ル
ミ
を
は
が
し
て
か
ら
資
源
物
の「
雑
紙
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ア

ル
ミ
を
は
が

さ
な
い
場
合

は
、
可
燃
ご

み
に
な
り
ま

す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
カ
ン
は
つ
ぶ
し

て
出
す
の
で
す
か
？

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
で
き
る
限
り
つ

ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

カ
ン
は
つ
ぶ
さ
な
い
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。

つぶす

つぶさない

QQ AA

QQ AA
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〈広告欄〉

まるごと生活百科
4月の納税 （納期限 5月2日）

◦固定資産税・都市計画税（1期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

市内交通事故統計 2月分
平成28年 2月29日現在

当月分 累計（注1） 前年比
件 　 数 ₁₁件 ₂₈件 －₀₂件
傷 　 者 ₁₂名 ₃₄名 －₀₅名
死者（注2） ₀₀名 ₀₀名 ±₀₀名

（注1）平成28年1月からの累計　（注2）事故発生後24時間以内の死者数

まるごと生活百科まるごと生活百科

こちら119（東御消防署）
＝2月の火災・救急件数＝

火災 1件 （3件） 救急 112件 （225件）

カッコ内は平成2₈年1月からの累計

とうみの気象記録（観測地点：東御消防署）
平成₂₈年 ₂月︵注︶ 平成₂₇年 ₂月

最高気温 ₂₁.₈℃（₁₄日） ₁₄.₆℃（₂₂日）
最低気温 －₁₇.₇℃（₀₈日） －₁₇.₁℃（₁₄日）
平均気温 ₂.₀℃　 ₁.₃℃
降 水 量 ₃₁.₅㎜ ₁₀.₅ ㎜

（注） 平成27年11月分から新しい観測システムによるデータを掲載して
います。

●問い合わせ先
　税務課　資産税係　☎64－5877

　固定資産税は、毎年１月１日（賦課期日）時点で土
地・家屋・償却資産を所有している方に納めていただ
く税金です。１月２日以降に所有権の移転や取り壊し
を行った場合でも、その年の４月１日から始まる年度
分の固定資産税は課税されることとなります。

相 談 事 例

　私は平成 28年 1月 5日に、市内に所有してい
た家屋を取り壊したのですが、4月に届く納税通

知書の課税明細を確認したところ、その家屋が記載さ
れたままでした。なぜでしょうか。

　この家屋については、賦課期日の平成 28 年１
月１日時点で取り壊されていなかったため、平成

28 年度分の固定資産税が課税されることになります。

　私は、所有している土地を平成 28年の５月に
売買する予定です。５月以降分の固定資産税につ

いては、売買した相手に納税通知書を送付して欲しい
のですが。

　固定資産税については、月割で課税を行うと
いったような制度はありません。固定資産税の納

税義務者は、賦課期日の１月１日時点での所有者の方
となります。そのため、売買された相手方へ納税通知
書を送付することはできませんので、当事者間でお話
し合いの上、納付をお願いします。

固定資産税の賦課期日は
１月１日です

ワンポイント
　　アドバイス　　アドバイス　　アドバイス　　アドバイス　　アドバイス
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〈広告欄〉

　国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合、
被保険者本人、配偶者、世帯主の前年所得に応じて、保
険料の納付が「全額免除」、「一部納付（一部免除）」ま
たは「納付猶予」される制度があります。また、学生の
方には「学生納付特例制度」があります。
　申請の際は年金手帳、認印のほか、学生の場合は学生
証（写し）または在学証明書（原本）をお持ちください。

　宅配便やレターパックで現金を送付させ、これを
だまし取る詐欺事件が発生しています。
　正当な取引では、送金の有無や金額をめぐるトラ
ブルなどを防ぐため内容物の送達記録が残らない宅
配便やレターパックで現金を送ることはあり得ませ
ん。そもそも、これらの方法で現金を送付すること
は郵便法に違反します。どんな名目であれ「宅配便、
レターパックで現金送って」は全て詐欺の手口です。
絶対に現金を送らないでください。
　それなら郵便法に違反しない現金書留であればど
うなの？ということになりますが、この方法で現金
を送付させてだまし取る手口の詐欺もあります。よ
く知らない相手には、絶対に現金を送ってはいけま
せん。

※現金支払いの方には、4月上旬に日本年金機構から平成28年度分
の納付書が郵送されます。6カ月分または1年分の前納を希望さ
れる方は、同封の納付書で5月2日までに納付してください。

平成28年度 現金支払いの保険料

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎75 －8810

●問い合わせ先
◦生活環境課　生活安全係　☎64 －5896
◦消費生活相談員専用ダイヤル
　☎090 －5580 －1702
　※月～金（年末年始、祝日を除く）午前 8 時30分～
午後 5時まで

◦長野県東信消費生活センター　☎27 －8517

国民年金アドバイス

保険料の納付が困難なときは、免除・猶予の申請を！

　退職（失業）による特例免除を申請されますと、通常
であれば審査の対象となる本人所得を除外して審査を行
い、保険料の納付が免除されます（配偶者や世帯主に一
定の所得があれば認められません）。
　特例免除を希望する方は、上記の持ち物のほかにハ
ローワークの証明書（離職票、雇用保険受給資格者証等）
をお持ちください。

●退職（失業）による特例免除

₄月からの保険料は、

月額 ₁₆,2₆₀円（年額 ₁₉₅,₁2₀円）

納付方法 1カ月分 6カ月分 1年分

現金支払（月々） 16,260円 97,560円 195,120円

現金支払（前納）

【割引額】
－

96,770円

【790円】

191,660円

【3,460円】

「宅配便、レターパックで
現金送って」は全て詐欺！

『消費生活ガイド』
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ートピックスー　地域の話題

　市観光協会は、新しいお土産品として「竹紙しおり」「クルミ割り器」
「トートバッグ」の₃商品を開発し、₃月から海野宿や道の駅「雷電く
るみの里」などで販売を始めました。
　竹紙しおりは芸術むら公園内の工房で作られた竹紙を使用し、戦国武
将・真田氏の家紋「六文銭」「結び雁金」「州浜」をあしらった₃種類。
クルミ割り器は「結び雁金」を模した金属製で、トートバッグは白地の
布に東御の風土が感じられるイラスト入り。価格は竹紙しおりが₁枚
350円、クルミ割り器が800円、トートバッグが1,000円となっています。

　社会福祉法人みまき福祉会温泉アクティブセンターに₃月11日、
AED（自動体外式除細動器）を用いた的確な救命処置で人命を救った
として上田地域広域連合消防本部から感謝状が贈られました。
　今回の救急事案は₂月19日に同センターのプールで発生。同センター
でインストラクターを務める吉

よし

岡
おか

進
しん

吾
ご

さんらが救命処置に当たり、心肺
停止状態で発見された女性は一命を取り留めました。
　感謝状の贈呈式に出席した吉岡さんは、「すぐに女性をプールから引
き上げ、表情を確認した。AEDはフロントから20秒ほどで運ばれてきた」
などと語り、チームワークで対応した当時の様子を振り返っていました。

　₃月₁日、東御清翔高校で卒業式が開かれ、80名（₄
年生₂名、₃年生78名）が学び舎を巣立ちました。式
典では、卒業生代表の小

こばやしとしあき

林稔明さんが「私たちはこれ
から進学・就職へとそれぞれの道を歩んでいく。困難
にぶつかっても、高校での教えを糧に強い意志をもっ
て頑張っていく」と答辞を述べました。
　また、18日には長野救命医療専門学校の卒業式が開
かれ、課程を修了した第₈期生51名（救急救命士学科
35名、柔道整復師学科16名）が式に臨み、恩師や仲間
との別れを惜しみました。

　湯の丸高原で₃月₅日、スノーシューを着用して冬の湯ノ丸山を登
る「冬の自然体験入門講座」が開かれました。
　スノーシューとは、かんじきに似た雪上歩行具の一つ。これを着用
して雪深い森の中を歩くスノーシューイングは、冬の新たなレクリエー
ションとして近年人気を博しています。
　今回の入門講座は、スノーシューイングの体験会として市観光協会
が初めて企画したもので、県内外から約20名が参加。インタープリター
の案内で、雪上に残る野生動物の足跡や厳しい寒さに耐える木々の芽
などを観察しながら、約１時間30分で湯ノ丸山の山頂に到達しました。

自信と誇りを胸に学び舎を巣立つ
市内の高校・専門学校で卒業式

冬ならではの魅力がいっぱい！
スノーシューで登る白銀の湯ノ丸山

AEDで人命救助 みまき福祉会に感謝状

とうみの旅の思い出に
市観光協会 お土産品を開発

▲贈呈式に出席した吉岡さん（前列左から₃人目）と
同センター主任の笹沢真一さん（同₄人目）

▲スノーシューで急斜面を進む参加者

▲東御清翔高校

▲長野救命医療専門学校
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ートピックスー　地域の話題
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　田中の催事場「ラ・ヴェリテ」で₃月18日、市内在住・在勤
で20 ～ 30歳代の独身男女21名が、ビジネスパートナーや同世
代の気の合う仲間との出会いを求めて交流しました。
　この催しは、若者の定住促進や地域活性化などを狙って市が
初めて企画した異業種交流会「ビジ×プラ＠とうみ」で、参加
者は最初にコミュニケーション研修で初対面の人との会話や自
己表現力を磨き、続いて全員が₁分程度の持ち時間の中で自身
の職業や趣味を紹介。最後は立食形式の食事会で気になる相手
と歓談し、連絡先などを交換し合いました。

　西宮区で₃月13日、祢津健事神社御柱祭の里曳
き祭が行われました。
　この日は氏子や地域の皆さんなど総勢500名以
上が参加し、法被や花笠、隈取り化粧などで華や
かに装って₂本の御柱を曳行。柱は区内を回った
後、力強い木遣り衆のかけ声とともに神社前の急
な石段から境内へと引上げられ、拝殿前に安置さ
れました。
　なお、同神社境内で行われる建て御柱祭と奉納
歌舞伎の上演は、₄月17日（日）に予定されています。

　₂月27日から₃月13日までの16日間にわたり、旧北国
街道海野宿の家々で格子越しにひな人形を展示する「海
野宿ひな祭り」が開催されました。
　この催しは地元の海野宿保存会などでつくる実行委員
会が企画したもので、昨年に続き今回が₂回目。期間中
最後の土日には、子どもたちが折ったひな人形を水路に
流す「流しびな」や一坪市（フリーマーケット）などが
行われ、大勢の観光客や家族連れでにぎわいました。

祢津健事神社
華やかに 御柱里曳き祭

格子越しに艶やかなひな人形
第 2 回海野宿ひな祭り

ビジネスでもプライベートでも
東御市初 独身男女の異業種交流会

▲華やかな装いで御柱を曳行する参加者

神社前の石段を進む御柱▶

▲格子越しにひな人形を
　鑑賞（12日）

一坪市（12日）▶

▲自己表現力などを磨いたコミュニケーション研修
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市 報

人の動き
（3月1日現在）

世帯数
₁₁,₇₉₃世帯︵± ₀︶

総人口
₃₀,₇₅₅人︵＋ ₃︶

男 ₁₅,₁₆₀人︵＋ ₂︶
女 ₁₅,₅₉₅人︵＋ ₁︶

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入 ₇₈人
転出 ₅₆人
出生 ₁₅人
死亡 ₃₄人

※カッコは前月対比
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平成28年
4月1日発行

エフエムとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
●午後 4時～
　　午後 4時 55 分

『市民情報広場』

市政・暮らしの情報を
分かりやすくお伝えします

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時₃₀分～午後 ₅ 時₁₅分）と
させていただきます。
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いちかわ・よしあき／ 1976年
佐久市生まれ。東御市在住。エ
フエムとうみ開局準備室勤務
を経て、2010年から現職。趣
味は音楽（聴くことも演奏も

（ドラム））。主な出演番組は、
『TOMI JAZZ GROOVE』（月
曜・20：00 ～）、『METAL にゾッ
魂』（日曜・19：00 ～）など。

　今月号から「エフエムとうみ」のパーソナリティや「とうみ
ケーブルテレビ」のアナウンサーが、自身の出演番組の魅力や
日々の取材で感じたことなどをリレー方式で綴っていきます。

エフエムとうみ　放送局次長兼主任ディレクター　市川　慶明
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で
は
こ
こ
で
そ
ん
な
曲
を
1
曲
。

　

東
御
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ヘ
ド
バ

ン
は
♪
Ｆ
Ｍ
と
う
み
で
す
。
今
月
の

お
相
手
は
M
E
T
A
L
市
川
こ
と
、

市
川
慶
明
で
す
。
い
つ
も
は
カ
ー
ラ

ジ
オ
、
ス
マ
ホ
な
ど
で
〝
お
み
み
〞

を
お
借
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら

で
は
〝
お
め
め
〞
を
お
借
り
し
ま
す

♪
見
え
な
い
こ
と
を
い
い
こ
と
に
、

見
た
目
を
気
に
せ
ず
ブ
ー
ス
に
入
っ

て
い
る
私
…
今
日
は
若
干
ア
ガ
っ
て

お
り
ま
す
…
う
っ
そ
ー
ん
♪
写
真
、

♪
ジ
ャ
ー
ン
♪your station FM

 
TO
M
I

♪

〈opening

〉

〈ending 

嗚
咽
が
漏
れ
る
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｌ

バ
ラ
ー
ド
〉

〈
Ｍ
1
：
興
奮
度
Ｍ
Ａ
Ｘ 

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｌ
〉

ラジオっぽくいくよ！
せーの、メロイック !!

おらほの
スタジオ通信
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